
　鉄鋼　

鉄
リ
サ
イ
ク
ル
業
３
社
の

年
３
月
期

２
社
増
収
増
益
１
社
減
収
減
益

鉄
ス
ク
ラ

プ
事
業
回
復
傾
向
事業・対象期間
の違いで〝明暗〟

熱
中
症
対
策
の
自
動
販
売
機

大
塚
製
薬
グ
ル

プ

鉄
鋼
・
非
鉄
金
属
業
界
業
種
・
地
域

の
垣
根
を
越
え
て
採
用
広
が
る

飲
料
の
管
理
者
と
利
用
者
互
い
に
メ
リ

ト

Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

プ
ロ
野
球
で
冠
協
賛
試
合


年
度
の
特
殊
鋼
受
注


％
減
の

万


リ

マ
ン
シ


ク
コ
ロ
ナ
禍
下
回
る
低
水
準

米
国
の
関
税
影
響


値
上
げ
で
吸
収


年
１

３
月
期

純
損
失

万
円

韓
・
Ｔ
Ｃ
Ｃ

ス
チ

ル

清
水
特
殊
鋼

倶
楽
部
会
長

高
機
能
金
属
を
視
察

関
東
磨
棒
鋼
工
業

協
同
組
合
が
総
会

Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼
板

関
西
・
四
国
・
北
陸

新
和
会
が
総
会

フ

イ
ン
ス
チ

ル

流
通
協
議
会
が
総
会

副
理
事
長
に
三
宅
氏

︵
日
鉄
物
産
役
員
補
佐
︶

石
灰
協
会
が
総
会

鉄
リ
工
業
会
・
北
海
道

定
時
総
会
に

人

（３） （第三種郵便物認可）令和７年　（　　　年 　　　）　５月１９日　（月曜日）

東京鉄鋼販売業連合会 創立70周年

　
大
塚
製
薬
グ
ル

プ
の
大
塚
ウ
エ
ル
ネ
ス
ベ
ン
デ


ン
グ︵
本
社
・
東
京
都
千
代
田
区
︶が
展
開
す
る


熱
中
症
対
策
の
自
動
販
売
機
を
採
用
す
る
動
き
が


業
種
や
地
域
の
垣
根
を
越
え
て
広
が

て
い
る

各

事
業
所
の
安
全
・
総
務
担
当
に
提
案
を
始
め
て

年

目
に
入
る
中

暑
さ
の
度
合
い
は
深
刻
さ
を
増
す
ば

か
り

働
き
方
改
革
を
め
ぐ
る
対
応
も
急
務
な
今


持
続
可
能
な
職
場
環
境
の
実
現
に
有
効
な
手
段
の
一

つ
と
し
て
鉄
鋼
・
非
鉄
金
属
業
界
で
も
多
く
の
実
績

を
上
げ
て
い
る


熱中症とフードロス、事
務作業で三つの「ゼロ」
の具体化に活路見いだす
＝日鉄物流九州支店

問い合わせは
こちらから

　
大
塚
ウ
エ
ル
ネ
ス
ベ
ン
デ


ン
グ
が
提
供
す
る
サ

ビ

ス
で
は

熱
中
症
対
策
飲
料

の
管
理
者
と
利
用
者
が
メ
リ


ト
を
享
受
し
合
え
る

自

動
販
売
機
の
管
理
会
社
が
製

品
の
補
充
と
空
き
容
器
の
回

収
を
担
う
た
め

飲
料
の

﹁
発
注
・
配
布
の
手
間
﹂
と

﹁
在
庫
の
管
理
・
負
担
﹂
が

不
要
に
な
り

衛
生
的
か
つ

手
軽
に
冷
た
い
水
分
を
補
給

で
き
る

製
品
群
は
経
口
補

水
液
﹁
Ｏ
Ｓ

１
﹂
を
含
め

て

種
類
を
超
え

事
前
の

ア
ン
ケ

ト
に
基
づ
い
て
自

動
販
売
機
に
搭
載
す
る
飲
料

の
種
類
や
容
量
を
決
め
ら
れ

る


　
２
０
１
６
年
か
ら
一
連
の

自
動
販
売
機
を
展
開
す
る

中

大
塚
ウ
エ
ル
ネ
ス
ベ
ン

デ

ン
グ
は
展
示
会
の
参
画

や
講
習
会
の
開
催
を
通
じ

て

暑
熱
環
境
下
で
働
く
従

業
員
を
サ
ポ

ト
す
る
部
署

や
担
当
者
か
ら
理
解
と
支
持

を
得
て
き
た

も
の
づ
く
り

の
現
場
で
設
置
が
相
次
ぐ
の

を
は
じ
め

総
合
建
設
会
社

︵
ゼ
ネ
コ
ン
︶
や
高
速
道
路

の
管
理
・
運
営
会
社
と
い


た
屋
外
が
活
動
主
体
の
分
野

に
広
が
り

鉄
鋼
・
非
鉄
金

属
業
界
で
も
メ

カ

の
操

業
を
支
え
る
事
業
所
で
普
及

が
進
む

先
行
し
て
社
内
の

他
組
織
が
取
り
組
む
の
を
受

け
て
導
入
を
決
め
る
ケ

ス

も
少
な
く
な
い


　
日
鉄
物
流
で
は

東
日
本

支
店
︵
君
津
地
区
︶
に
お
い

て

従
業
員
に
所
定
の
水
筒

を
手
渡
し
て
い
た
こ
れ
ま
で

の
運
用
を
見
直
し


年
度

か
ら
段
階
的
に
熱
中
症
対
策

自
動
販
売
機
の
導
入
を
拡

大

昨
年
度
か
ら
は
九
州
支

店
で
試
験
的
に
９
台
の
運
用

が
始
ま

た

自
動
販
売
機

が
あ
る
部
署
で
は
専
用
の
コ

イ
ン
を
投
じ
て
好
み
の
飲
料

を
取
り
出
す
光
景
が
日
常
の

一
コ
マ
と
し
て
定
着
し
て
い

る


　
九
州
支
店
の
福
田
準
一
安

全
環
境
防
災
部
長
は

前
任

地
の
君
津
で
こ
れ
ら
自
動
販

売
機
の
存
在
を
知
り

そ
の

高
い
有
効
性
を
間
近
に
体

感

待

た
な
し
で
迫
る
諸

課
題
の
解
決
を
図

て
い
く

の
に
際
し

大
塚
ウ
エ
ル
ネ

ス
ベ
ン
デ

ン
グ
と
の
連
携

に
白
羽
の
矢
を
立
て
た

今

年
も
記
録
的
な
猛
暑
が
見
込

ま
れ
る
中

福
田
部
長
は

﹁
現
場
の
第
一
線
で
働
く
み

な
さ
ん
が
﹃
熱
中
症
に
罹
患

︵
り
か
ん
︶
し
な
い
﹄
と
い

う
意
識
の
定
着
に
つ
な
が
れ

ば
﹂
と
意
義
を
語
る


　
九
州
支
店
は
今
年
度

管

内
の
熱
中
症
対
策
自
動
販
売

機
を
倍
に
増
や
す
方
向
で
計

画
し
て
い
る

上
原
基
樹
部

長
代
理
は
﹁
︵
管
理
者

利

用
者
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
︶
歓
迎

す
る
声
を
多
く
い
た
だ
け

た
﹂
と
振
り
返
り

﹁
今
後

も
現
場
と
一
体
に
な

て


よ
り
安
全
で

働
き
や
す
い

環
境
の
在
り
方
を
考
え
て
い

き
ま
す
﹂
と
力
を
込
め
る


　
６
月
か
ら
は
罰
則
付
き
で

熱
中
症
の
対
策
が
義
務
化
さ

れ
る

こ
れ
ま
で
の
﹁
努
力

義
務
﹂
か
ら
よ
り
厳
格
な
改

正
省
令
の
下

厚
生
労
働
省

で
は
異
常
の
早
期
発
見
と
重

症
化
防
止
の
徹
底
を
促
す


ま
す
ま
す
安
全
確
保
の
重
要

性
が
高
ま
る
一
方

各
事
業

所
で
は
ど
の
よ
う
な
措
置
を

講
じ
て
い
く
の
か

熱
中
症

と
フ

ド
ロ
ス

事
務
作
業

に
お
い
て

大
塚
ウ
エ
ル
ネ

ス
ベ
ン
デ

ン
グ
の
自
動
販

売
機
が
三
つ
の﹁
ゼ
ロ
﹂の
具

体
化
に
活
路
を
見
い
だ
す


，（．），（約倍） ，（約．倍），（約．倍）．　
，（　．），（．） ，（　　．），（　　　．）．　

，（．） （．） （　　．），（　　　　．）．　
，（．） ，（．） ，（　　．），（約．倍）．　

，（　．） （　．） （　　　．） （約．倍）．　
，（　．） （　　．） （　　　　．） （　　　　．）．　

鉄リサイクル業３社　年３月期通期・３Ｑ・１Ｑ業績【連結】
（単位：百万円、カッコ内は前年同期比増減％、は減または赤字）

年３月通期・実績（下段は年３月通期予想）
売上高 営業損益 経常損益 純損益 ＲＯＳ

（％）

ＴＲＥＨＤ

エンビプロＨＤ
年１～３月（１Ｑ）・実績（下段は年月通期予想）

売上高 営業損益 経常損益 純損益 ＲＯＳ
（％）

イ ボ キ ン

年７月～年３月（３Ｑ）・実績（下段は年６月通期予想）
ＲＯＳ
（％）純損益経常損益営業損益売上高

� �����������������������������������
�

�����������������������������������������������������������������������������������������������
記
念
撮
影
す
る
Ｊ
Ｆ

Ｅ
Ｈ
Ｄ
の
北
野
社
長

︵
下
段
中
央
左
︶
Ｊ

Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
の
福
田

社
長
︵
同
右
︶
ら

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
︵
社

長
・
福
田
一
美
氏
︶
が
自
社
の
認
知

度
向
上
や
従
業
員
の
福
利
厚
生
に
つ

な
げ
よ
う
と
協
賛
し
た
プ
ロ
野
球
の

公
式
戦
﹁
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
ナ
イ
タ

﹂
が

日
夕

横
浜
市

内
の
球
場
で
開
か
れ
た

協
賛
企
業

の
社
名
を
掲
げ
る
冠
試
合
と
し
て
行

わ
れ

球
場
内
の
電
光
掲
示
板
に
は

同
社
の
社
名
や
Ｊ
Ｆ
Ｅ
グ
ル

プ
の

動
画
が
映
し
出
さ
れ
た


　
協
賛
し
た
の
は
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ

イ
ス
タ

ズ
の
ホ

ム
ゲ

ム

Ｊ

Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
の
社
員
や
家
族
ら
約
３

０
０
人
が
集
い

試
合
前
に
は
選
手

の
練
習
や
ス
タ
ジ
ア
ム
内
を
見
て
回

る
見
学
ツ
ア

な
ど
を
楽
し
ん
だ


　
始
球
式
に
は
Ｊ
Ｆ
Ｅ
東
日
本
野
球

部
の
山
田
啓
太
さ
ん
︵
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン

ジ
所
属
︶
が
登
場

試
合
後
は
同
社

の
福
田
社
長
が

ヒ

ロ

賞
に
輝

い
た
選
手
に
記
念
品
を
手
渡
し
た


Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ

ル
デ

ン
グ
ス︵
Ｈ
Ｄ
︶

の
北
野
嘉
久
社
長
ら
も
試
合
を
観
戦

し
た


　
シ


タ

・
ド
ア
最

大
手
の
三
和
ホ

ル
デ


ン
グ
ス
の

年
３
月
期
業

績
は
売

上
高


各
利
益

と
も
過

去
最
高

を
更
新
し
た


日
の
決

算
会
見
で

山
靖
司
社
長

は
米
国
関
税
の
影
響
に
つ

い
て
﹁
現
時
点
で
は
中
国

の
プ
レ
ス
部
品
と
カ
ナ
ダ

の
ド
ア
製
品
が
対
象
と
な

る

材
料
の
鋼
材
は
現
地

調
達
だ
が

間
接
的
に
は

価
格
上
昇
を
想
定
す
る
﹂

と
述
べ
た
上
で
﹁
関
税
コ

ス
ト
分
は
値
上
げ
で
吸
収

す
る
﹂
と
示
し
た

﹁
米

国
で
は
昨
年

製
品
価
格

が
値
下
が
り
し
た
が

今

期
は
値
戻
し
と
値
上
げ
で

お
よ
そ

億
円
を
上
積
み

す
る
既
に
３
月
か
ら
５

％
以
上
の
値
上
げ
を
実
施

し
た
﹂と
述
べ﹁
シ

ア
拡

大
に
よ
る
数
量
増
も
進
め

て

今
期
は
現
地
通
貨
ベ


ス
で
増
収
増
益

営
業

利
益
率

・
３
％
を
達
成

し
た
い
﹂
と
強
調
し
た


　
韓
国
の
ブ
リ
キ
メ

カ



Ｔ
Ｃ
Ｃ
ス
チ

ル
の


年
１

３
月
期
連
結
決

算
は

純
損
失
が
約
７
１

０
０
万

︵
約
７
０
０
万

円

前
年
同
期
は

億
３

千
万

の
純
損
失
︶
だ


た

売
上
高
は
前
年
同
期

比

・
０
％
増
の
１
５
５

６
億


営
業
利
益
が


・
４
％
増
の

億
２
千
万


だ

た


駒
谷
支
部
長
㊤

東
原
実
行
委
員
長
が
挨
拶

　
上
場
す
る
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
業
３
社
の
２
０
２
５
年
３
月
で
の
決
算
が

日

ま
で
に
発
表
さ
れ
た

２
社
が
増
収
増
益
だ

た
が

１
社
は
減
収
減
益
と

明
暗
が
分
か
れ
た

非
鉄
金
属
の
高
騰
が
追
い
風
と
な
る
中

鉄
ス
ク
ラ


プ
市
況
が
大
幅
に
下
落
し
た
昨
年
７

９
月
の
影
響
や

事
業
部
門
の
違
い

が
収
益
に
反
映
さ
れ
た

今
期
通
期
の
業
績
予
想
は

Ｔ
Ｒ
Ｅ
ホ

ル
デ


ン
グ
ス
が
減
益
を
見
込
ん
だ

エ
ン
ビ
プ
ロ
・
ホ

ル
デ

ン
グ
ス
と
イ
ボ

キ
ン
は
従
来
予
想
を
据
え
置
い
た


伊
勢
家
会
長
㊤
黒
田
Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼
板
社
長
が
挨
拶

共
同
出
展
ブ

ス

を
訪
れ
た
清
水
会

長
︵
中
央
︶

　
特
殊
鋼
倶
楽
部
の
清
水

哲
也
会
長
︵
大
同
特
殊
鋼

社
長
︶
は


日
に
イ
ン

テ

ク
ス
大
阪
︵
大
阪
市

住
之
江
区
︶
で
開
催
さ
れ

て
い
た
第

回
高
機
能
金

属
展
を
訪
れ

特
殊
鋼
倶

楽
部
の
ブ

ス
を
視
察
し

た


　
特
殊
鋼
倶
楽
部
の
ブ


ス
で
は
会
員
企
業
の
秋
山

精
鋼

日
本
金
属

南
海

モ
ル
デ

が
共
同
出
展


磨
棒
鋼
メ

カ

の
秋
山

精
鋼
は
独
自
製
品
の
高
機

能
鋼﹁
Ａ
Ｓ
Ｋ
シ
リ

ズ
﹂

を

日
本
金
属
は
ス
テ
ン

レ
ス
鋼
帯
や
加
工
品
を
用

い
た
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
例

を

南
海
モ
ル
デ

は
自

動
肉
盛
り
溶
接
装
置
﹁
肉

盛
り
く
ん
﹂
な
ど
を
Ｐ
Ｒ

し
た


　
清
水
会
長
は
３
社
の
展

示
を
視
察
し
﹁
出
展
し
た

こ
と
で
引
き
合
い
が
来
て

い
る
と
う
か
が

た

技

術
は
持

て
い
る
だ
け
で

な
く
活
用
す
る
こ
と
で
生

き
る

会
員
企
業
と
ユ


ザ

を
結
ぶ
場
を
提
供
し

て
い
け
た
ら
と
思
う
﹂
と

語

た


　
日
本
鉄
鋼
連
盟
が

日

公
表
し
た
特
殊
鋼
鋼
材
受

注
統
計
に
よ
る
と

２
０

２
４
年
度
の
受
注
量
は
前

年
度
比
３
・
８
％
減
の
１

３
７
０
万
２
１
９
８

に

と
ど
ま

た

３
年
連
続

減
で

リ

マ
ン
シ



ク
後
の

年
度
︵
１
５
２

０
万

︶
コ
ロ
ナ
影
響

で
落
ち
込
ん
だ

年
度

︵
１
４
１
６
万

︶
を
下

回
る
低
水
準

中
国
経
済

の
低
調
や
自
動
車
業
界
の

構
造
変
化

世
界
市
場
に

お
け
る
日
系
ユ

ザ

の

苦
戦
な
ど
ベ

ス
需
要
に

係
る
市
場
環
境
の
厳
し
さ

を
反
映
し
た


　
国
内
向
け
は
３
・
７
％

減
の
９
８
７
万
２
７
４
３



１
千
万

割
れ
は


年
度
︵
９
９
０
万

︶


年
度
︵
９
９
９
万

︶

以
来

輸
出
向
け
は
４
・

２
％
減
の
３
８
２
万
９
４

５
５

だ

た


　
暦
年
ベ

ス
で
は

年

は
１
３
７
８
万

で



年
︵
１
２
６
７
万

︶


年
︵
１
３
４
０
万

︶

を
上
回

て
い
た

今
年

１

３
月
受
注
が
振
る
わ

ず

年
度
ベ

ス
で
は
両

年
度
を
下
回

た


　
３
月
の
受
注
は
前
年
同

月
比
４
・
９
％
減
の
１
１

２
万
３
９
７
２


国
内

向
け
は
３
・
１
％
減
の


万
７
２
６
６


輸
出
は

８
・
９
％
減
の

万
６
７

０
６

で

構
造
用
合
金

鋼
以
外
は
全
品
種
で
減
少

し
た


　
鉄
ス
ク
ラ

プ
国
内
市

況
は
昨
年
７
月
中
旬
か
ら

２
カ
月
半
に
わ
た

て
下

落
局
面
が
続
い
た

下
落

前
に
ト
ン
５
万
円
台
だ


た
メ

カ

買
値︵
Ｈ
２
︶

は
４
万
円
前
後
に
切
り
下

が
り

そ
の
後
は
お
お
む

ね
安
定
し
た
推
移
と
な


た

対
象
期
間
に
昨
年
７


９
月
を
含
む
エ
ン
ビ
プ

ロ
Ｈ
Ｄ
の
３
Ｑ
は
減
収
減

益
だ

た
が

鉄
ス
ク
ラ


プ
な
ど
を
扱
う
資
源
循

環
事
業
は
﹁
２
Ｑ
︵

年




月
︶
以
降

業
績

が
回
復
傾
向
﹂
グ
ロ


バ
ル
ト
レ

デ

ン
グ
事

業
の
金
属
原
料
に
関
し
て

も
﹁
一
時
的
な
ス
ク
ラ


プ
価
格
下
落
の
影
響
を
脱

し

３
Ｑ
︵

年
１

３

月
︶
以
降
は
堅
調
﹂
と
し

た


　
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｈ
Ｄ
の
通
期
決

算
は
増
収
か
つ
大
幅
増

益

部
門
別
で
は
廃
棄
物

処
理
・
再
資
源
化
事
業
の

大
幅
増
益
が
寄
与
し
た


対
象
に
昨
年
７

９
月
を

含
む
た
め

鉄
・
非
鉄
ス

ク
ラ

プ
を
扱
う
資
源
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
は
小
幅
な

が
ら
減
収
だ

た
た
だ


非
鉄
含
有
量
の
多
い
複
合

素
材
の
扱
い
増
や

各
種

選
別
ラ
イ
ン
の
活
用
に
よ

る
再
資
源
化
の
徹
底
な
ど

で
増
益
を
確
保
し
た


　
イ
ボ
キ
ン
の
１
Ｑ
決
算

は
増
収
増
益

金
属
事
業

は
鉄
ス
ク
ラ

プ
価
格
が

前
年
同
期
に
比
べ
低
い
水

準
だ

た
た
め
減
収
と
な


た
が

大
型
解
体
案
件

か
ら
発
生
し
た
ス
ク
ラ


プ
の
販
売
が
寄
与
し
て
増

益
を
確
保
し
た

解
体
事

業

環
境
事
業
は
と
も
に

増
収
増
益
だ

た


　
関
東
磨
棒
鋼
工
業
協
同

組
合
︵
理
事
長
・
山
岡
景

一
郎
池
内
精
工
社
長
︶
は


日

都
内
で
定
時
総
会

を
開
催
し
た

昨
年
度
の

会
計
報
告
と
今
年
度
の
予

算
案
な
ど
を
審
議

役
員

改
選
で
は
山
岡
理
事
長
含

め
全
役
員
が
留
任
と
な


た


　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼
板
︵
社
長
・

黒
田
茂
氏
︶
は

日

香

川
県
琴
平
町
の
琴
参
閣
で

﹁
第

回
関
西
・
四
国
・

北
陸
新
和
会
﹂
の
総
会
を

開
催
し

約

人
が
出
席

し
た

山
田
良
彦
Ｊ
Ｆ
Ｅ

鋼
板
大
阪
支
店
長
が
開
会

の
辞
を
述
べ

続
い
て
伊

勢
家
勝
正
会
長
︵
伊
勢
屋

商
店
社
長
︶
が
﹁
こ
の
４

月
か
ら

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ


ル
と
Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼
板

淀
川

製
鋼
所
の
３
社
が

戦
略

的
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
検
討

を
開
始
し
た
と
い
う
ニ



ス
が
話
題
に
な

て
い

る

今
の
と
こ
ろ
具
体
的

な
動
き
は
な
い
が

変
化

す
る
世
の
中
に
対
応
す
る

１
つ
の
可
能
性
と
し
て


業
界
が
良
い
方
向
に
進
む

こ
と
に
期
待
し
て
い
る
﹂

と
挨
拶
し
た


　
続
い
て
黒
田
茂
Ｊ
Ｆ
Ｅ

鋼
板
社
長
が
﹁
北
陸
で
は

非
住
宅
関
連
の
復
興
需
要

が
確
実
で

関
西
は
民
間

の
非
住
宅
物
件
は
良
く
な

い
が

万
博
関
連
で
は
弊

社
の
製
品
が
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
に
使
用
さ
れ
た

今

後
の
Ｉ
Ｒ
に
も
期
待
し
た

い
﹂
と
話
し
た

Ｊ
Ｆ
Ｅ

ス
チ

ル
の
副
島
孝
志
大

阪
鋼
板
営
業
部
長
の
挨
拶

の
後
議
事
が
進
め
ら
れ


商
品
説
明
会
を
実
施


　
総
会
後
の
懇
親
会
で
は

片
山
鉄
建
の
片
山
隆
之
社

長
が
乾
杯
の
音
頭
を
取

り

Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
鉄
鋼
建

材
の
吉
川
弘
一
執
行
役
員

西
部
事
業
部
長
が
中
締
め

を
し
た


　
建
材
用
亜
鉛
め

き
鋼

板
の
流
通
業
者
で
組
織
す

る
全
国
フ

イ
ン
ス
チ


ル
流
通
協
議
会
︵
理
事
長

・
佐
渡
島
康
平
佐
渡
島
社

長
︶
は

日
夕

第

回

通
常
総
会
を
東
京
・
茅
場

町
の
鉄
鋼
会
館
で
ウ

ブ

形
式
と
併
用
で
開
催
し

た

会
場
に
は
会
員
会
社

か
ら

数
人
が
参
加

役

員
改
選
で
は
佐
渡
島
理
事

長
が
留
任
し

副
理
事
長

に
は
新
た
に
日
鉄
物
産
の

三
宅
真
一
役
員
補
佐
︵
鉄

鋼
事
業
本
部
建
材
薄
板
部

門
分
担
︶
が
就
任
し
た


こ
の
ほ
か
令
和
６
年
度
の

事
業
報
告
・
決
算

令
和

７
年
度
の
事
業
計
画
・
予

算
な
ど
を
承
認
し
た


　
冒
頭
挨
拶
に
立

た
佐

渡
島
理
事
長

写
真

は

﹁
マ

ケ

ト
は
減
少
傾

向
に
あ
る
が

金
属
屋
根

の
シ

ア
は
シ
ン
ク
タ
ン

ク
調
べ
で
２
０
０
１
年
の


％
か
ら

年
の

％
へ

引
き
上
が

て
い
る

わ

れ
わ
れ
が
生
き
残
る
の
は

シ

ア
ア

プ
し
か
な

い
﹂
と
述
べ
た

総
会
後

の
懇
親
会
で
は
三
宅
副
理

事
長
が
乾
杯
の
挨
拶

中

締
め
は
新
任
の
白
田
学
常

任
理
事
︵
Ｎ
Ｓ
プ
ロ
ス
チ


ル
建
材
社
長
︶
が
一
本

で
締
め
て
盛
況
な
う
ち
に

散
会
し
た


　
日
本
石
灰
協
会
︵
会
長

・
上
田
和
男
上
田
石
灰
製

造
社
長
︶は

日
東
京
都

内
で
通
常
総
会
を
開
き


２
０
２
５
年
度
の
事
業
計

画
案

予
算
案
な
ど
を
全

会
一
致
で
承
認
し
た


　
席
上
挨
拶
し
た
上
田
会

長

写
真

は

﹁
米
国

の
関
税
政
策
に
よ
る
日
本

の
産
業
界
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
る

当
然


わ
れ
わ
れ
石
灰
産
業
に
も

影
響
が
出
て
く
る

厳
し

い
環
境
が
予
想
さ
れ
る

が

協
会
と
し
て
は
当
産

業
が
持
続
可
能
な
発
展
が

遂
げ
ら
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
﹂
と
語


た


　
日
本
石
灰
協
会
は
こ
れ

ま
で

日
本
石
灰
工
業
組

合
と
合
同
で
定
時
総
会
を

開
催
し
て
き
た
が

昨
年

度
末
に
同
組
合
が
解
散
し

た
た
め

今
回
は
石
灰
協

会
単
独
で
総
会
を
開
い

た


　
日
本
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
工

業
会
北
海
道
支
部
︵
支
部

長
・
駒
谷
僚
鈴
木
商
会
社

長
︶
は

日

札
幌
市
内

で
第

回
定
時
総
会
を
開

催
し
た

総
会
後
に
は
懇

親
会
が
開
か
れ

会
員
ら

約

人
が
参
集
し
た


　
駒
谷
支
部
長
は
﹁
全
国

大
会
と
と
も
に
当
支
部
も


回
目
と
節
目
の
総
会


諸
先
輩
の
尽
力
が
あ

て

現
在
も
事
業
や
活
動
が
で

き
て
い
る

改
め
て
歴
史

の
長
さ
を
実
感
す
る
と
と

も
に

次
の

年
が
さ
ら

に
良
い
業
界

良
い
団
体

と
な
る
よ
う
努
力
し
た

い

ま
ず
は
来
月
の
全
国

大
会
を
成
功
裏
に
終
え
た

後

当
会
の
活
動
を
通
じ

て
い
か
に
業
界
を
活
性
化

し

事
業
に
役
立
て
ら
れ

る
か
を
し

か
り
考
え
て

行
動
し
て
い
き
た
い
﹂
と

挨
拶
し
た


　
総
会
で
は

年
度
事
業

報
告
や
決
算


年
度
事

業
計
画
や
予
算
な
ど
全
６

議
案
が
承
認
さ
れ
た


　
総
会
後

来
月
５
日
に

札
幌
市
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
︵
北
海
道
支
部
主

管
︶
に
つ
い
て

実
行
委

員
会
の
東
原
正
憲
委
員
長

︵
マ
テ

ク
執
行
役
員
︶

が
﹁
全
国
大
会
は
約
７
０

０
人

ウ

ル
カ
ム
ナ
イ

ト
に
は
１
４
４
人
と

わ

れ
わ
れ
の
目
標
を
超
え
る

参
加
申
し
込
み
を
い
た
だ

け
た

支
部
の
皆
さ
ま
の

協
力
に
心
よ
り
感
謝
す

る

大
会
が
大
成
功
と
な

る
よ
う
気
を
引
き
締
め
て

当
日
に
の
ぞ
み
た
い
﹂
と

報
告
し
た



